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試料、実験方法、利用の結果得られた主なデータ、考察、結論等を、記述して下さい。（適宜、図表添付のこと） 

Please report your samples, experimental method and results, discussion and conclusions.  Please add figures and 

tables for better explanation. 

1. 試料 Name of sample(s) and chemical formula, or compositions including physical form. 

Cu, Zn, Sn, S粉末を原料として固相法でCu2ZnSnS4(CZTSと省略)粉末を作製した。その粉末を

成形し、熱処理により焼結体を得た。その焼結体を粉砕して得た粉末試料を測定に用いた。 

 

2. 実験方法及び結果 （実験がうまくいかなかった場合、その理由を記述してください。） 

Experimental method and results.  If you failed to conduct experiment as planned, please describe reasons. 

実験方法：  上記の粉末試料を約２ｇ程度バナジウム管に充填し、BL20 で中性子線回折測定

を行った。その回折結果から、リートベルト解析を行った。リートベルト解析は、Z-Rietveld によ

り行った。 

結果：  リートベルト解析によるフィッティング結果を図１と２に示す。CZTS は、

Kesterite 構造と Stannite 構造が予想される。この 2つの結晶構造でリートベルト解析

を行った結果、Kesterite 構造のほうが S値、Rwp とも小さくなり、かつピークも合って

いた（図 1）。一方、Stannite 構造では、例えば、実験データには TOF:69000μs 付近の

ピーク（Kesterite 構造(101)面に相当）があるが、解析データにはなく、また、解析デ

ータでは TOF:55000μs 付近（Stannite 構造の(101)面に相当）にはっきりしたピークが

存在するが実験データには存在していない（図２）。以上のように、Stannite 構造では

実験データをフィッテイングできていないため、S値、Rwp が大きくなっていた。したが

って、今回作製した CZTS 焼結体は、Kesterite 構造であると判断できた。 
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2. 実験方法及び結果（つづき） Experimental method and results (continued) 

 

 

Kesterite 

 

図１ Kesterite 構造を想定してリートベルト解析を行った結果 
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2. 実験方法及び結果（つづき） Experimental method and results (continued) 

 

 

 

 

  

図２ Stannite 構造を想定してリートベルト解析を行った結果 

 

 


